
第 9６回 ごみ収集パイプライン利用者の会 議事録 

 

日時 202５年６月２６日 19：30～20：30 

場所 芦屋浜 センタービル３F 会議室 

参加者 青木（アステム D 棟）、友田・勝山（アステム C 棟）、村山（芦屋

浜第１住宅）、本田（浜風町第 4 住宅）、末友・小林（新浜町住

宅）、三浦・池西（ラ・ヴェール芦屋Ⅱ）、松木（ラ・ヴェール芦屋

III）、三宅・山口（アステム A・B 棟）、辛川（芦屋浜第２住宅）、

河本・高木（緑第二住宅）、東条（緑第三住宅）、大田（潮見南）、

奥野（潮見第二住宅）、春木（南浜 1 街区）、寺前（市議）、川島

（市議）、内藤（個人） 合計２２名  

議題 1. 「ごみ収集パイプライン利用者の会の活動（引継書）」の説

明 

2. 2024 年度会計報告 

3. ６月のワーキング・グループの報告 

4. 兵庫県と UR に対する状況報告と啓蒙活動 

5. 芦屋市による現地調査作業の報告（課題の抽出） 

6. その他 

 

1. 「ごみ収集パイプライン利用者の会の活動（引継書）」の説明 

 

本会では、役員交代時に活動の継続性を保つため、「引継書」を作成・配布して

います。この資料は、会の目的・役割・運営方針などを新任役員に伝えること

を目的としています。 

 

以下の 3 点が本会の基本方針です： 

1. 市民と行政の協働によるまちづくりの推進 

地域住民が主体的に問題解決に関与する体制を目指します。 

2. 代替手段への段階的移行と合意形成の重視 

パイプラインの老朽化に備え、将来的な廃止・代替方式への合意を構築

します。 

3. 持続可能な運転と環境配慮 

通気運転の停止や運転回数の最適化などにより、CO₂削減と効率運用

を目指します。 

 

 

 



あわせて、代表者が把握すべき重要事項は以下のとおりです： 

 パイプラインは 1979 年（芦屋浜）、1998 年（南芦屋浜）に導入されま

したが、老朽化が進行中で、ごみ処理効率も低下しています（稼働率

22.4％、維持費約 2.3 億円／年）。 

 使用期限は条例で定められており、芦屋浜は 2039 年、南芦屋浜は

2051 年まで使用可能です。代替収集手段への円滑な移行が求められ

ます。 

 各団体から選出された委員は議決権を持ち、利用者の会への出席と自

団体への報告・協議の責任を担います。 

 年会費は 6,000 円で、利用者の会口座に納入が必要です。 

 

2025 年度の重点目標： 

 利用者原因による停止ゼロの達成 

 CO₂排出量を 2006〜2013 年比で 20％以上削減 

 2027 年までに行政と連携して代替案を協議・決定 

 マナー違反による損失（段ボール・布団などの投棄で年間数百万円の補

修費）を防ぐため、啓発活動（チラシ・説明会）を継続します。 

 今後の予定（抜粋）： 

o 2025 年：ファシリテーター選定 

o 2026 年：実証実験と住民調整 

 

2. 2024 年度会計報告 

2024 年度の会計は以下のとおり承認されました： 

 

 前年度繰越金：176,846 円 

 収入（会費）：204,000 円（34 団体 × 6,000 円） 

 支出総額：211,037 円（会議室費・印刷費・通信費・報告書作成等） 

 年度末残高：169,877 円 

 

今後も、限られた財源の中で透明性を保ち、効果的な運営に努めてまいり

ます。 

 

3. 兵庫県と UR に対する状況報告と啓蒙活動 

2025 年、高層賃貸住宅において不適切なごみ排出が原因で、複数回パ

イプラインが停止しました（高浜町 2 丁目、若葉町 6〜7 丁目）。段ボール

や大型ごみ、不適切な袋が主な原因です。 

 



利用者の会から芦屋市に改善を要請し、市より兵庫県（県営住宅）および

UR（UR 住宅）へ正式な注意喚起がなされました。現在、各住宅の掲示板

にマナー遵守のポスターが掲示されています。 

 

4. 芦屋市による現地調査作業の報告（課題の抽出） 

芦屋市環境施設課および収集事業課による、芦屋浜地区約 100 か所の

ごみステーション現地調査が完了しました。 

 

 調査対象：高層住宅・中層住宅・タウンハウス・戸建住宅のごみ集積所 

 調査内容：ごみステーションの位置、使用状況、課題の有無等 

 結果概要：課題を整理のうえ、市より会議内で説明がありました。 

今後、これらの課題をもとに改善策を検討していく予定です。 

 

5. その他 

一部の会員より、「会議の開始時間を、主婦層などが参加しやすい時間帯

に変更してはどうか」との提案がありました。 

しかしながら、参加者全体への意見聴取を行った結果、現行の日時・時間

帯が最も適切との判断が大勢を占めました。したがって、会議開催時間に

ついては現状維持といたします。 

 

 

 

 

① 事前に電話（環境施設課📞：0797-32-5391）をしてください。 


